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のだが、政治映画ではなく、どちらかと う 形而下というか俗な日常をベースに、革命という大きな物語や理念が覆いかぶさってくる断面をとらえている 小さな国 革命というのは、つまらない出来事さえも 治化していくが 主人公の中年男は常に傍観者であろうとしながらも 限界を迎える。それ
本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
